
冬期労働災害統計

平成29年度版



本統計を利用する際の留意事項

:    1

2 本統計で使用している次の①～①の語句の意味は、下記のとおり
である。

① 冬 期 労 働 災 害 ……… 降雪・凍結・寒冷等の冬期特有の気
象条件の影響を受けた労働災害であ

本統計は、平成 28年 11月 から平成 29年 3月 までに発生した
死亡及び休業 4日 以上の労働災害 (労働者死傷病報告の提出があっ

たもの)の うち、労働者死傷病報告を判読して、冬期特有の気象条
件の影響を受けた労働災害であることが明らかなもののみ集計した。

:② 運
る。

輸   業 ……… 陸上貨物運送業と交通運輸業の 2業
種が含まれている。

③ 平成15年度冬期 ……… 平成15年 11月～平成16年 3月
④ 平成16年度冬期 ……… 平成16年 11月～平成17年 3月
⑤ 平成17年度冬期 ……… 平成17年 11月～平成18年 3月
⑥ 平成18年度冬期 ……… 平成18年 11月～平成19年 3月
⑦ 平成19年度冬期 ……… 平成19年 11月～平成20年 3月
③ 平成20年度冬期 ……… 平成20年 11月～平成21年 3月
⑨ 平成21年度冬期 ……… 平成21年 11月～平成22年 3月
⑩ 平成22年度冬期 ……… 平成22年 11月～平成23年 3月
① 平成23年度冬期 ……… 平成23年 11月～平成24年 3月
⑫ 平成24年度冬期 ……… 平成24年 11月～平成25年 3月
⑬ 平成25年度冬期 ……… 平成25年 11月～平成26年 3月
⑭ 平成26年度冬期 ……… 平成26年 11月～平成27年 3月
⑮ 平成27年度冬期 ……… 平成27年 11月～平成28年 3月
⑬ 平成28年度冬期 ……… 平成28年 11月～平成29年 3月

※ 県内労働基準監督署管轄区域
青森 労働 基 準監督 署 … 青森市 (弘前労働基準監督署管轄区域を除く)、 東津軽郡

弘 前 労働 基 準監督 署 … 弘前市、黒石市、平川市、青森市のうち浪岡、中津軽郡、

南津軽郡

八戸 労働 基 準監 督 署 … 八戸市、三戸郡

五所川原労働基準監督署 … 五所川原市、つがる市、北津軽郡、西津軽郡

十和田労働基準監督署 … 十和田市、三沢市、上北郡 (むつ労働基準監督署管轄区域を除く)

むつ 労働 基準 監督 署 … むつ市、下北郡、上北郡のうち横浜町 。六ヶ所村
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2地域別・時期別冬期労働災害発生状況と気象状況
(平成28年度冬期 )

(1)津軽地方(青森市、弘前市、五所川原市、黒石市、つがる市、平川市、東西南北中津軽郡)
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3平成28年度冬期労働災害発生状況 (全産業)

いつ発生したのか ?

11月
８。

７０

６。

５０

４０

３。

２。

１０

０

被
災
者
数
（人
）

12月月

被

災
者

数
（
人
）

発生地の所轄労働基準監督署 (※ )はどこか ?

青森 弘前 八戸 五所川原 十和田 むつ

発生した場所はどこか ?

転倒

交通事故

墜落転落

激突

挟まれ巻き込まれ

飛来落下

その他

3

3

1

4

どのような災害か ?

発生原因は何か ?

構内(屋外 )

駐車場

集配 言方間先

道路上

建物出入ロ

エ事現場等

車両等上

資材置場

その他

何の作業又は動作中に発生したのか ?

対向車スリップ
氷柱・雪の塊

3人  14%
その他

15人 70%

片付け

4人 18%
荷積卸

3人  14%
3人  14% 柳以協梯子等滑動

4人 18%

荷運搬中

7人 32%
車両等から

降りる

7人 32%

除排雪等

11人 51%

自車スリップ

5人 23%
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4平成28年度冬期労働災害発生状況

いつ発生したのか ?

11月
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げ

どのような災害か ?

発生原因は何か ?

月

被

災

者

数

（
人
）

被
災
者
数
（人
）

12月

(製造業)

発生地の所轄労働基準監督署 (※ )はどこか ?

青森 弘前  八戸 五所川原 十和田 むつ

発生した場所はどこか ?

何の作業又は動作中に発生したのか?
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5平成28年度冬期労働災害発生状況 (建設業)

いつ発生したのか ?

11月

発生地の所轄労働基準監督署 (※ )はどこか ?

青森 弘前 八戸 五所川原 十和田 む つ

発生した場所はどこか ?

12月月

被

災
者

数
（
人
）

15

12

9

6

23

どのような災害か ?

発生原因は何か ?

道路上

工事現場等

構内 (屋外 )

集配 言方問先

資材置場

車両等上

梯子 足場等

何の作業又は動作中に発生したのか ?

梯子等

昇降中

2人 80%

車両等から

降りる

2人 80%
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6平成28年度冬期労働災害発生状況 (運輸業)

いつ発生したのか ?

どのような災害か ?

発生原因は何か ?

対向車スリップ

1人 36%

月

被

災

者

数

（
人
）

発生地の所轄労働基準監督署 (※ )はどこか ?

青森 弘前  八戸 五所川原 十和田  むつ

発生した場所はどこか ?

何の作業又は動作中に発生したのか ?
車両等から

降りる

1人 36%
除排雪等

1人 3“

荷運搬中

2人 71%

車両等運転

2人 71%

後続車スリップ

1人 36%

無理な動作

1人 36・/.
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7平成28年度冬期労働災害発生状況 (商業)

いつ発生したのか ?

11月
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5

どのような災害か ?

発生原因は何か ?

月

被

災
者

数
（
人
）

被
災
者
数
（
人
）

発生地の所轄労働基準監督署 (※ )はどこか ?

青森 弘前 八戸 五所川原 十和田

発生した場所はどこか ?

む つ

構内(屋外 )

集配 訪問先

駐車場

道路上

建物出入ロ

屋根

何の作業又は動作中に発生したのか ?

片づけ

2人

38%

荷運搬中

2人

38%

自車スリップ

3人  57%
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8平成28年度冬期労働災害発生状況 (林業・通信業・保健衛生業・その他)

いつ発生したのか ?

11月

発生地の所轄労働基準監督署 (※ )はどこか ?

40

30

20

10

3

どのような災害か?

発生原因は何か ?
その他

6人

被
災
者
数
（
人
）

12月月

被

災
者

数
（
人
）

25

20

15

10

5

0

弘前  八戸 五所川原 十和国

発生した場所はどこか ?

10      20      30

被災者数(人 )

40       50

転倒

交通事故

墜落転落

挟まれ巻き込まれ

その他

駐車場

構内(屋外 )

道路上

集配 訪問先

建物出入ロ

エ事現場等

車両等上

何の作業又は動作中に発生したのか ?

車両等から    荷運搬中       その他

3人 34%

除排雪等

3人 34%

車両等運転

5人 57%

降りる     3人  34%
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9死亡に係る冬期労働災害の概要
(平成18年度～平成28年度)

器 発生日時 業 種 災 害 発 生 状 況 事故の型 起因物

¬
平成19年 12月

3'争台
そ の 他 の 事 業

被災者が普通貨物自動車を運転し、国道を走行していたところ、普
通貨物自動車が凍結路面でスリップして対向車線にはみ出し、路肩
脇にある支柱に激突した後に斜面に乗り上げて横転し、被災者が衝
撃で車外に投げ出され、対向車線を走行してきた1 ltトラックに撥ね
られた。

交通事故 トラック

２

３

平成 20年 2月

7'論合
そ の 他 の 事 業

業務こ係る講習を受講するため、事業主が運転する軽自動車に労
働渚2名が同乗し、国道を走行していたところ、凍響した路面でスリッ
プして対向車線にはみ出しt対向してきた冷蔵冷凍トラックと正面衝
突し、同乗していた労働者2名が死亡した。

押 乗用車等

4
平成 20年 12月

19喘
陸 上 貨 物運 送 業

〔一般貨物自

…

海産物を輸送するため、被災者が大型トラックを運転して国道を走
行中、橋上で走行車線の様汗を難 破り、約10m下の

'覗

|1敷こ転落
し、JEtした。

御 乗用車等

5
平成 23年 2月

17喘
建   設   業
〔道路建設工事業〕

ロータリー除雪自動車で農道の除雪業務終了後、農道を走行する
ロータリー除雪自動車にわ て、積雪約50cmの雪上を歩行してい
たところ、当該車両の下に滑落噺 れヽた。

…

その他の

薦卿 臨

6
平成 23年 12月

5]諭台
そ の 他 の 事 業

聞 ゼ審書象
=イ

わた後、自動車を運転して客鴇ち待機場所へ戻
るため国道を走行中、路面凍結によリスリップし、道路左側の防雪柵
に衝突した。 …

その他の環境等

7
平成23年 12月

4「請台

商 業

〔新 聞 販 売 業 〕

新聞配達中、除雪作業中のトラクター・ショベノロこ靭かれた。

交通事故
割 、 翻 、

翻 獅

8
平成24年 2月

可0船
製   造   業
〔自動車整備 業〕

国道において、被災者の積載車を含む車両5台による衝突事故が
発生したため、車外に出て事故状況を確認していたところ、後続車両
が追突してきたことにより、前方に停車していたトラックと積載車との

間に挟まれた。
(蛭による福湯MヽID

交通事故 そのltLO環境等

9
平成 24年 2月

8'争合

建   設   業
〔その他の土木工事業〕

住宅の雪庇除去作業において、雪庇と家屋の間で雪庇をК 作業
をイわていたところ、雪庇が落下しその下難 となつた。

飛来・落下 その他の環境等

10
平成 26年 12月

6『議合

建   設   業
〔機械器具設置工事業〕

軽自動車で、八戸市の建設工事現場に向かう途中、凍結した路面
でスリップして対向車縮 こはみ出し、対向して走イテしてきたトラックと

衝突した。
交通事故 乗用車

平成 28年 12月

7]議合

製   造   業
(そ の他の製造業 )

出勤のため、事業場構内を歩行中、縦 た脈 転倒し、負傷し
た。

その後、病院に入院じ治療していたが、10日後に死亡した。
朝到 そのlLO環境等

12
平成 28年 12月

8]義合

商 業

(そ の 他 の 卸売 業 )

青果場の敷地内に駐車していた乗用車の後方で、頭部から出血し

倒れているい ミう現された。
その後、病院で椛 受けていたが、翌日死亡が薦謎れた。
なお、被災者は、青果場で在庫チェックを行う予定であつた。

悧 その他の環境等

-9-


